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Cephacetrileの 整形外 科 領域 に お け る感 染 症 に対 す る吟味 お よび2,3の 考 案に つ い て
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い と ぐ ち

Cephacetfile (CEC)は,CIBA-GEIGY社(ス イ ス)

で合 成 され た7-aminocephalosporanic acid誘 導 体 で あ

り,Table 1の 如 き構 造 式 を有 して い る。 また そ の 化 学

名 はSodium 7-(cyanoacetamido)-3-(hydroxymethyl)

-8-oxo-5-thia-1-azabicyclo [4 ,2,0] oct-2-ene-2-car-

boxylate acetate (ester)で あ り,分 子 式 は

C13H12N3NaO6Sで,分 子 量 は361.31で あ る。

本 抗 生 物 質 は 白 色 ない し,淡 黄 白 色 の粉 末 で 水 に溶 け

や す く,他 の セ フ ァ ロス ポ リン系 製 剤 と同 様 に,広 範 囲

抗 菌 スペ ク トラ ム を有 して い るが,MICに お い て 殺 菌

作 用 を示 し,特 にR因 子 を有 す る大 腸 菌 に対 し,他 の セ

フ ァ ロ ス ポ リ ン系 抗 生 物 質 よ り強 い 抗 菌 力 を 持 ち,か

つ,毒 性 は 弱 い と言 わ れ て い る。 更 に,Enterobacterの

β-lactamaseに 対 し,よ り安 定 で あ る と報 告 され て い る。

本 剤 は経 口投 与 で は吸 収 され に くいた め,筋 肉 内注 射,

ま た は静 脈 内 注射 に よ っ て投 与 され るが,投 与 後 は速 か

に有 効 血 中濃 度 に達 し,そ の 後90%以 上 が 腎 を介 して尿

中 に排 出 され,高 い尿 中 濃 度 が得 ら れ る と され て い る。

今 回,著 者 は本 抗 生 物 質 を整 形 外 科 領 域 の感 染 症 に使

用 す る機 会 を得 た の で,2,3の 考 案 と と もに 発表 す る。

症 例

Table 2,3お よび4に 示 した如き,整 形外科領域の

感染症26症 例(男22症 例,女4症 例)に 本抗生物質を投

与 した。即ち,化 膿性骨髄炎22症 例(内,hematogenous 

osteomyelitis 2例,開 放骨折や,骨 手術後にみられた術

後感染等によるexogenous osteolnyelitis 20症 例),挫 創

感染2症 例,熱 傷(第2な いし第3度)2症 例 である。

なお,本 抗生物質の使用に先立って,各 患者 より,本

剤投与に関する承諸を得ている。

検 出 菌

全症例において菌を検出し得た。 即ちTable 2お よ

び5に 示 した如く,黄 色ブドウ球菌を24症 例 より,変 形

菌を2症 例 より検出した。ただし,此 等が感染原因菌で

あるとの確認は出来なかった。

また,此 等の検出菌の各種抗生物質 に対 する感 受性

は,3濃 度ディスク法により,本 剤の投与前,お よび投

与終了後において検討 した。 その成績はTable 6に 示

せる如くである。

Table 1 Various kinds of cephalosporanic derivates
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Table 2 Clinical results with CEC
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投与量,お よび投与方法

Routineと して,1日 量2グ ラムを,生 理的食塩水に

溶解し,静 脈内注射(one shot),ま たは静脈内点滴注

射として投与 したが,ま た小児等においては適宜,加 減

して投与した。

投与期間は,最 短7日 から,最 長45日 に わた ってい

る。また本剤投与中は,他 の抗生物質の使用を中止 した。

効果判定基準

効果判定基準については,著 者は次の如き方法をもっ

て効果判定を行なっている。何 とな浪ば,整 形外科的疾

患の特異性を考慮する時,重 々の条件が重なって一定の

基準を得ることが,屡 々,困 難であった故である。

すなわち,臨 床所見(発 熱,腫 脹,発 赤,疼 痛,更 に

分泌液ない し膿汁の増減,お よびその粘稠度など),検

査室一般検査成績(血 沈,C.R.P.,白 血球数な ど),お

よび菌検査結果の消長の3項 目について検討 し,各 項 目

において所見や,検 査成績がまった く正常 とな った も

の,お よび著しく改善せるものを(+3),相 等度に改善

Table 3 Classification of Pts., treated with CEC

Table 4 Classification of Dis., treated with CEC

Table 5 Isolated organisms

Table 6 Susceptibility of the organisms
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せる ものを(+2),改 善 が軽度に留った ものを(+1),

全 く改善をみなかったものを(+0)と した。

次いで,各 項目における点数を合計 し,(+9)よ り

(+7)を 著効(excellent),(+6)よ り(+4)を 有効

(good),(+3)よ り(+1)を やや効(fair),(+0)を

無効(poor)と した(Table 7)。

また,本 抗生物質の投与中に,前 述の各項目において

悪化をみた場合には,各 々,そ の程度に応 じ(-1),

(-2),(-3)と 判定 して,各 項目の点数合計時に加算

した。

効 果

以上の結果,前 述26症 例における整形外科的感染症に

対する本抗生物質の治療成績は,著 効7,有 効8,や や

効6,無 効5な る結果を得た(Table 8)。
Table 7 Criteria

Table 8 Results of CEC therapy

Table 9 Remal function and blood examination (CEC)
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副 作 用

上述26症 例において,本 抗生物質投与中に認むべき副

作用の発現をみなかった。また発疹,発 熱,シ ョック等

のアレルギー性反応 も認められなかった。

その他,血 液検査,尿 検査,肝 機能検査をも行なって

いるが,有 意義と思われる変化を示 した症例はみられな

かった(Table 9,お よび10)。 アルカリフォスファター

ゼ価が,や や高い症例が多いのは,骨 折に関係のある疾

患が多い故と考えられる。

考 案

さて,以 上の成績について,種 々の条件から検討を加

えることとする。

著効の7症 例中,exogenous osteomyelitisの4例 は,

すべて病巣内に骨片固定用の金属材料を留めていないも

のであ り,熱 傷の1例 は,比 較的血行の良好な頭部から

顔面にかけて生 じたものであった。また検出菌の感受性

検査の結果からみるに,セ ファロリジン,セ ファゾリン

に感受性の高いものに,良 好な成績を得ることが出来た

と言 う傾向がみられている。

有効の8症 例は,す べてexogenous osteomyelitisの

症例であるが,殆 どすべてにおいて,金 属材料の残存の

なかったものであった。また,検 出菌 はセ ファロ リジ

ン,な いしセファゾリン(ま たは,そ の両者)に 感受性

のたかいものが多いと言う傾向がみられた。

やや効,お よび無効の症例について検討す るに,

exogenous osteomyelitisで は金属材料が残存 してい る

ものが多く,hematogenous osteomyelitisに おいては,

2症 例とも,学 童期に発病 したものの再発例であ り,レ

ン トゲン所見にて病巣周辺の骨硬化や,腐 骨の存在がみ

られ,CECに 限 らず,他 の抗生物質を使用したとして

も,病 巣内への移行の不良なることが推察 できた。 ま

た,や や効,な い し無効の症例では一般的にみて,CEC

Table 10 Liver function test (CEC)
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の投与期間が短かかったことも,か かる治療成績となっ

た一因と考えられる。

ただ,21目 もの間,CECを 投与 したにも拘 らず,無

効であった3例(第18,第19,お よび第20症 例)に つい

ては,内2症 例が高年者であったこと,ま た1症 例 は

CEC投 与中に,Pseudomonasの 混合感染を生じたため

と思われ,こ の症例は他の抗生物質に切 りかえている。

ま と め

セファロスポリン系の新抗生物質Cephacetrile (CEC)

を,整 形外科領域の感染症患者26例 に使用し,著 効7,

有効8,や や効6,無 効5症 例なる成績を得,,こ れに,

2,3の 考案を加えた。
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A CLINICAL STUDY OF CEPHACETRILE IN THE TREATMENT 

FOR ORTHOPAEDIC INFECTIONS

SHIGERU KONDO

Department of Orthopaedic Surgery, Osaka Medical College, Takatsuki, Osaka

KANJI YASUI

Department of Surgery, Tango Central Hospital

Cephacetrile (CEC), a new derivative of cephalosporin C was given to twenty-six patients of orthopaedics 

who had bone and joint infections. 

CEC was administered by means of intravenous injection or drip infusion, the routine daily dosage was two 

grams.
The results were excellent in seven, good in eight, fair in six, and poor in five.

Some discussion was made in these results.


